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ようこそ！お宮町へ

樹
齢
四
百
年
余
の「
桜
」と「
音
楽
」の
祭
典

　
仙
台
市
立
東
六
番
丁
小
学
校
の
校
章
に
は
桜
の
意
匠
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
は
、
校
庭
に
ど
っ
し
り
と
根
を
お

ろ
し
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
木
。
県
下
屈
指
の
名
桜

と
も
称
さ
れ
る
、
同
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
東
六
小
校
歌
に
も
謳
わ
れ
た

こ
の
桜
と
と
も
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
奏
で
る
音
楽
を
堪
能

で
き
る
ひ
と
と
き
。

「
桜
と
音
楽
を
愛
で
る
会
」
は
、
４
月
18
日
（
土
）
開
催
で
す
！

　
東
六
小
の
開
校
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）。
以
来
１
４
２

年
に
わ
た
っ
て
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び

と
元
気
な
姿
を
見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
花
の
満
開
は
毎
年
、

入
学
式
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
り
ま
す
。
普
段
は
学
校
の
外
か

ら
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
桜
で
す
が
、「
地
域
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
も
満
喫
し

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
想
い
か
ら
「
桜
と
音
楽
を
愛

で
る
会
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
、
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、

お
宮
町
の
み
な
さ
ん
が
集
い
、
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
お
互
い
の
顔

が
見
え
る
会
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
厚
意
を
受
け
、

今
年
は
開
催
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
音
楽
を
演
奏
さ
れ
る
の
は
、「
お
宮
町
」
出
身
者
を
中
心
と
し

た
方
々
。
プ
ロ
も
、ア
マ
チ
ュ

ア
も
、
キ
ャ
リ
ア
や
ジ
ャ
ン

ル
を
超
え
て
一
堂
に
会
し
ま

す
。
東
六
小
の
子
ど
も
た
ち

も
合
唱
や
器
楽
演
奏
を
披
露
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
と
と
も

に
、元
気
で
楽
し
い「
お
宮
町
」

を
、
あ
な
た
ご
自
身
で
体
感

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
！
そ
の
時
、「
お
宮
町
」で
は

　
平
成
23
年（
２
０
１
１
）３
月
11
日
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

津
波
被
害
を
逃
れ
た
「
お
宮
町
」
も
、
街
と
し
て
の
機
能
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
東
六
小
は
、
市
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台
駅

に
近
い
立
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ
１

時
間
で
、
１
８
０
０
人
も
の
避
難
者
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
災
害
へ
の
対
策
は
準
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
想
定
を
大
幅
に
超
え
た
状
況
の
中
で
は
、
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
な
い
動
き
・
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
渡
部

力
校
長
（
当
時
）
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
否
を
気
遣
い
な
が
ら
、

避
難
所
の
運
営
に
奔
走
。
そ
れ
を
助
け
た
の
が
、
地
域
の
連
合

町
内
会
や
商
店
街
組
合
、
さ
ら
に
は
主
婦
を
中
心
と
し
た
地
域

住
民
に
よ
る
連
携
で
し
た
。

新たなスタートに胸が踊るこの季節。
地域のみなさんが毎年楽しみにしている、

音楽にあふれた魅力的な会が開催されます。
その名も「東六小の桜と音楽を愛でる会」。

東六番丁小学校のエドヒガンザクラを囲み、
音楽をより身近に感じることができる、
住民参加型の地域イベントです。

この「お宮町」に新たにお住いを持たれたみなさん、
ご一緒しませんか？

「桜と音楽を愛でる会」の成り立ちと合わせて、
「お宮町」の魅力をご紹介します。

夏まつり
５年に一度の神輿渡卸

宮町秋まつり
北六小のよさこい

写真は昭和 60年頃。
宮町商店街から仙台東照
宮に奉納されているおみこ
しが、お宮町の中心部を
練り歩きました。

五穀豊穣に感謝する、秋の恒
例行事です。
子どもたちの元気な舞が、お
囃子に合わせて躍動します。
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平成27年4月18日土
11：00〜15：00

会場：仙台市立東六番丁小学校

イ ベ ン ト

　
公
的
な
地
域
組
織
と
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
個
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
地
域
の
催
事
や
学
校
行
事
な
ど
で
「
顔
が
見
え
る

関
係
性
」
を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
運

営
と
適
切
な
対
応
※
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

※
東
六
小
の
震
災
当
時
の
様
子
は
、「
校
長
室
だ
よ
り
で
見
る
三
・
一
一
の
前

と
後　

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
学
校
（
渡
部
力
・
著
）」
に
て
お
読
み
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
八
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

季
節
感
あ
ふ
れ
る
様
々
な
行
事
が
、

一
年
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

　
四
百
年
の
昔
か
ら
今
に
つ
な
が
る
賑
や
か
な
お
ま
つ
り
、
時

を
経
て
装
い
も
新
た
に
復
活
し
た
伝
統
行
事
、
住
民
同
士
や
他

の
地
区
と
の
交
流
を
強
め
、
町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
…
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
四
季
の
風
情
を
大
切
に
し
た
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
東
照
宮
は
も
ち
ろ
ん
、「
お
宮
町
」
の
い
た
る
と
こ
ろ
が

そ
の
舞
台
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
に
彩
ら
れ
る
催
事
の
一

部
を
、
次
ペ
ー
ジ
に
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
「
お
宮
町
」
に
お
住
ま
い
に
な
る
方
も
、
な
ん
と
な

く
参
加
の
機
会
を
持
ち
に
く
く
思
わ
れ
て
い
た
方
も
、「
お
宮
町

デ
ビ
ュ
ー
」
に
は
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
！

　
お
友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
運

び
い
た
だ
き
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

「
お
宮
町
」の「
こ
れ
か
ら
」を

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
か
ら
飛
躍
的
に
世
帯
数
が
増
え
て

い
る
※
「
お
宮
町
」。
人
口
が
増
え
、
町
自
体
の
規
模
が
大
き
く

な
る
中
、「
お
宮
町
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
を
担
っ
て
い
る

方
々
は
、
多
種
多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
熟
慮
し
、
よ
り
良

い
方
向
に
進
め
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
意
見
も
言
い
や
す
く
し
た
い
し
、
異
な
る
意
見
を
持
っ

て
い
て
も
参
加
し
や
す
い
。
そ
ん
な
町
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
宮
町
は
、
人
と
人
と
の
摩
擦
を
解
決
し
な
が
ら
、

四
百
年
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
の
で
す
か
ら
…
」

　
地
域
住
民
同
士
が
顔
見
知
り
で
あ
る
こ
と
。
相
反
す
る
意
見

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
よ
く
話
し
合
い
、
双
方
が
着
地
点
を
見

い
だ
せ
る
こ
と
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
協
力
し
合
え
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
三
本
柱
」
で
す
。

　
経
済
状
況
や
社
会
背
景
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
現
代
。
そ

れ
で
も
、
人
が
日
々
の
暮
ら
し
に
求
め
る
本
質
は
、
い
つ
の
時

代
も
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
。
大
規
模
震
災
な
ど
様
々
な
経
験
を

し
た
「
お
宮
町
」
に
住
ま
う
み
な
さ
ん
は
、
そ
の
三
本
柱
を
体

現
し
て
い
る
の
で
す
。

「
住
民
あ
っ
て
の
お
宮
町
」

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
お
宮
町
」

「
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
お
宮
町
」

　
様
々
な
方
か
ら
異
口
同
音
に
何
度
も
発
せ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
四
百
年
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
熟
成
を
重
ね
、
今
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
「
お
宮
町
」
を
創
っ
て
い
け
る
の
は
、
ほ
か
な

ら
ぬ
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
一
年
を
通
じ
て
開
催
さ
れ

る
多
彩
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
ぜ
ひ
一
緒
に
、
楽
し
み

な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
仙
台
市
制
作
「
地
域
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
平
成
26
年
９
月
版
）」
に
よ
る
人

口
推
移
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　宮町商店街振興組合の三大イベントは、七夕、秋
まつり、月山旬の市です。
　昔の七夕では、日中、町みこしが、練り歩いた
り地元小・中・高校が宮町通りで演奏していました。
さらに夜は、東照宮の境内で夜店もありました。
　現在の七夕は、七夕飾りをメインとし、お祭りは、
秋まつりに移行。仙台利府線の開通を記念して行っ
たのが始まりです。今年で 19 回目を迎えます。内
容は、音楽祭・産地直送（山形県西川町）・フリーマー

ケットなど楽しいイベント盛りだくさんです。
　山形県西川町とは、“ 友交 ” 締結（役場と商店街）
をしており月山旬の市（産直）を鈴憲味噌醤油店
にて年間 10 回程度開催しています。わらびや原木
なめこが大人気です。

宮町商店街振興組合　理事長　佐藤 広行
※次のページにて、主なイベントをご紹介します。
　あわせてご覧ください。

明治の頃の
校舎と桜

第９回
東六小の桜と音楽を愛でる会

開　催



お宮町の催事については、以下のホームページをご参照ください。
◦お宮町 . 混む：http://www.omiyamachi.com/
◦宮町商店街（英語版）：http://miyamachi.strikingly.com/
◦仙台東照宮：http://sendai-toshogu.or.jp/
◦ 038プレス（日本語版）：http://038press.jimdo.com/

QRコードからもアクセスできます

お宮町.混む 宮町商店街
（英語版）

仙台東照宮 038プレス
（日本語版）
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お宮町お宮町 催事催事！！の
　北は仙台東照宮から、南は東六番丁小学校に至る「宮町商店街」。
　およそ 1.6kmにわたるメインストリートを中心に「お宮町」は広がっており、
一年を通じて様々なイベントが開催されています。
　ここにご紹介できるのは、残念ながらそのほんの一部。詳しくはページ下に記
載してあるホームページをご参照ください

どんと祭 春の例祭

東六
学区民運動会

東六
児童館まつり

骨董市

東六
夏まつり

月山旬の市

宮町秋まつり

節分祭

東六小の
桜と音楽を
愛でる会

仙台
七夕まつり

東六コミセン
まつり

毎年１月１４日
主催：仙台東照宮

毎年４月第３土・日
主催：仙台東照宮

毎年１０月開催
主催：東六地区体育振興会

毎年 10 月後半の土曜日 
主催：東六番丁児童館

毎月第４日曜日
主催：
仙台古民具骨董市
実行委員会

毎年８月第４土・日
主催：東六地区連合町内会

毎年４月〜 11 月開催
（不定期・年間 10 回）
主催：宮町商店街振興組合

毎年 10 月第 3 土曜日
主催：宮町商店街振興組合

毎年２月３日
主催：仙台東照宮

毎年４月第３土曜日
主催：東六地区連合町内会

毎年８月６日〜８日
主催：
仙台七夕まつり協賛
会

毎年１０月第３
または第４の土・日
主催：
東六コミュニティセンター

どんと祭の火入れは、午後 3 時頃。甘
酒や平コン・玉コンの販売は午前 10 時
頃〜午後 9 時頃。さらにお土産に ! とい
うことで、宮町せんべいや月山の若水
販売もありますよ !

毎年4月17日の徳川家康の命日に合わせ、
4 月の第 3 土日に開催される仙台東照宮春
祭は美味しく楽しい屋台の出店も多く、市
民に愛されています。奉納されるお神楽や
5 年に一度の神輿渡御も見所。

東六小にて開催。子どもたちと地域のみな
さんが総出で楽しむビッグイベント ! 町内
会や子ども会の対抗競技など、盛り上がり
必至のプログラムが組まれています。毎年、
笑いと歓声の絶えない一日になります。

東六小敷地内の児童館で開催。
高校生と小学生のコラボダンスで始ま
り、工夫を凝らした楽しいあそびのコー
ナーがいっぱい !“ じゃんけんポキラ ”も
待ってるよ !

仙台東照宮の参道に、ずらりと並ぶ骨董の
お店。掘り出し物を見つけることはもちろ
ん、お店の方々との会話も魅力のひとつ。
のぞいてみるだけでも楽しいですよ。お散
歩がてらにでも、いかがでしょう ?

校庭にやぐらを組み、子どもお囃子、盆
踊りや大抽選会など、楽しいアトラク
ションと夜店が楽しめます。
今も昔も変わらない「夏まつり」を満
喫してください !

山形県は西川町とのコラボレーション ! 鈴憲
さんの店頭に季節の旬を堪能できる食材など
が、ところせましと並びます。季節によって
は「朝」と「夕」の 2 回開催 ! お見逃しのな
いよう、お宮町をチェックしてください !

宮町商店街全域にて、午前 10 時〜午後
3 時 30 分を目安に、にぎにぎしく開催
されます。芋煮など秋の味覚や西川町
などの産直市、フリーマーケットや音
楽祭など、イベント目白押しです !

「豆まきを待っている皆さんがホッとす
るのでは ?」ということで、宮町商店街
の青年部から、毎年甘酒が無料提供さ
れます。地元テレビ局の情報番組でも、
しばしば紹介されるお祭りです。

樹齢四百年余りのエドヒガンザクラを
囲みつつ、音楽にあふれるひと時を楽し
める会。演奏はお宮町出身の音楽家を
中心とした様々なグループ。地域の学
校の児童生徒による演奏がありますよ !

毎年、個人賞の他に団体賞もいただいている、
お宮町の七夕飾り。大人も子どもも工夫を凝
らした趣向で、街行くみなさんの目を、時に
は耳まで（?）楽しませてくれます。仙台な
らではの風物詩を、ぜひ満喫してください。

東六コミュニティセンターで開催。地域のみ
なさんの手作品が、展示されます。子どもた
ちの作品はもちろん、水彩画や編み物、書道、
油絵、生け花、瀬戸物などなど多岐に渡る作
品がいっぱい ! 玄人も唸る出来栄えですよー。



９
割
近
く
が
「
食
料
を
備
蓄
」

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

高
い
「
防
災
力
」
裏
付
け

　

お
！
宮
町
地
域
情
報
編
集
局
は
昨
年
11

月
、東
六
地
区
で「
防
災
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
、
先
の
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
in
仙
台
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
食

料
を
備
蓄
し
て
い
る
と
い
う
家
庭
が
87
％
に

上
る
な
ど
、
東
六
地
区
が
高
い
「
防
災
力
」

を
備
え
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
東
六
地
区
連
合
町
内
会
に

所
属
す
る
25
町
内
会
の
う
ち
、
比
較
的
住
民

数
の
多
い
高
松
通
、
旅
籠
町
、
金
長
、
六
新
、

新
名
懸
丁
、
空
堀
丁
の
６
町
内
会
を
対
象
に

し
、住
民
６
１
９
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生

す
る
と
、
電
気
や
水
道
、
物
流
が
止
ま
り
行

政
機
能
も
低
下
す
る
た
め
、
住
民
は
自
力
で

自
ら
を
守
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
家
庭

で
の
食
料
と
飲
料
水
の
備
蓄
に
つ
い
て
尋
ね

ま
し
た
。

　
食
料
に
つ
い
て
は
「
３
～
４
日
」
の
備
蓄

が
40
％
で
最
も
多
く
、「
１
～
２
日
」が
20
％
、

「
７
日
以
上
」
が
14
％
な
ど
で
、「
備
蓄
し
て

い
な
い
」
も
10
％
い
ま
し
た
。
飲
料
水
も
同

じ
傾
向
で
、83
％
が
備
蓄
し
て
い
る
と
答
え
、

「
備
蓄
し
て
い
な
い
」
は
14
％
で
し
た
。
備

蓄
量
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
は
、59
％
が「
東

日
本
大
震
災
の
経
験
」
を
参
考
に
し
た
と
回

答
、
先
の
大
震
災
の
教
訓
が
生
き
て
い
る
こ

と
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
家
庭
で
決
め
て
い
る
災
害
発
生
時
の
避
難

先
を
尋
ね
る
と
、「
小
中
学
校
な
ど
近
隣
の

指
定
避
難
場
所
」
が
54
％
で
ト
ッ
プ
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
の
公
共

施
設
」
が
15
％
、「
親
類
や
知
人
宅
」
が
７
％

と
続
き
、「
決
め
て
い
な
い
」は
14
％
で
し
た
。

　
災
害
後
に
協
力
で
き
そ
う
な
復
旧
支
援
活

動
で
は
、
44
％
が
「
近
所
の
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
人
の
安
否
確
認
」
を
挙
げ
、「
壊

れ
た
家
屋
な
ど
の
後
片
付
け
」
が
25
％
、「
避

難
所
の
運
営
」
と
「
被
災
者
の
話
し
相
手
」

が
24
％
で
し
た
。

防
災
意
識
の
出
発
点
に

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、東
六
地
区
の
高
い
防
災
力
と
と
も
に
、

飲
食
料
の
備
蓄
が
な
い
家
庭
が
一
定
程
度
あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、「
備
蓄
」
と
い
う

自
ら
を
守
る
た
め
の
行
動
が
、
避
難
所
選
定
な
ど
防
災
意
識
を

高
め
る
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
―
―
で
し
た
。

　
食
料
を
「
備
蓄
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
は
10
％
と
少
数

で
す
が
、
そ
の
81
％
が
飲
料
水
も
「
備
蓄
し
て
い
な
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
万
一
の
場
合
、
無
防
備
な

状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
備
蓄
し
な
い
理
由
を
尋
ね
る
と
「
避
難
所
に
行
け
ば
得
ら
れ

る
か
ら
」が
27
％
、「
店
で
買
え
る
か
ら
」が
17
％
な
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
は
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
こ
う

し
た
期
待
が
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
料
備
蓄
量
が
「
７
日
以
上
」
と
答
え
た
人
で
非
常

時
の
避
難
場
所
を
「
決
め
て
い
な
い
」
と
い
う
人
は
９
％
で
し

た
が
、
食
料
を
「
備
蓄
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
で
は
23
％

に
上
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
食
料
を
「
備
蓄
し
て
い
な
い
」
と

い
う
人
の
40
％
が
災
害
後
の
復
旧
支
援
に
「
協
力
で
き
そ
う
に

な
い
」
と
答
え
る
な
ど
、
備
蓄
へ
の
無
関
心
は
防
災
全
体
へ
の

無
関
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
飲
食
料
の
備
蓄
推
進
は
、
人
々
に
防
災
へ
の
目
を
開
か
せ
、

地
域
力
を
高
め
る
手
立
て
に
な
り
そ
う
で
す
。

�

（
三
岡
昭
博
）

詳
し
い
資
料
は
０
３
８
プ
レ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://038press.jim
do.com

/
食料の備蓄量

家庭で決めている
避難場所

1～2日
20％

指定避難所
54％

公共施設
15％

親類・知人宅 7％
その他 4％

3～4日
40％

5～6日
13％

7日以上
14％

備蓄せず 10％ 無回答 3％
決めていない 14％

無回答 6％

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
毎
日
新
聞
世
論
調
査
室
の

協
力
を
得
ま
し
た
。

防災意識調査
防災意識調査

東六地区の

を行いました

5



おっ！旨い豆腐だ！

特選優良地酒専門

我流久留米らーめん

N

おのでら生花店

セブンイレブン

宮町郵便局 〒

ファミリーマート

至東照宮

至幸町至北四番丁駅

北一番丁通り

東照宮駅
仙山線

梅田川

宮
町
通
り

兎豆屋
阿部八酒店

麺屋よかまる

6

	 ①美容室シローの店 宮町店

	②家具の二郷屋

	③小田原５丁目 ホームラン食堂

16

「038プレスを見た」で
麺類ご注文の方に、
特製ゆず辛味噌か
半熟玉子サービス
４月１日～３０日

買物の際 038 プレスを
見た！で
油揚げ１枚プレゼント
４月１日～３０日

営　11：30 ～深夜 1：00　休　火曜夜　水曜昼　住　青葉区宮町 3-7-42
℡　022-211-4901

　最近、宮町は個性あるこだわりのお店が増えてきています。今回は北
四番丁通りを中心にラーメン店、豆腐製造販売、酒の販売の３店舗を巡
りました。どのお店もオンリーワンの価値あり！でした。

次回は右の３店を巡りま
す。 参加希望の方は、
氏名・連絡先を明記のう
え、メール、またはFAX
でお申込みください。

久留米ラーメンの店よかまるは東日本大震災の直前にオープンし、今年５年目を迎
えました。店主の樋口雅雄さんは様々なラーメン店で修業し、最終的にとんこつに行
き着いた、と語ります。東北人の好みに合わせたこだわりのスープは、とんこつ特有の
臭みのないまろやかなもので、あっさりしながらもコクがあります。特注の麺のゆで方
も４種類から選べ、最も堅めの「粉おとし」は小麦の風味が抜群で、常連客の４割
が注文するといいます。ラーメンの他にもつまみも充実、夜はビールをお供に〆のラー
メンが人気のパターンとか。替玉チャレンジもあり、最高記録は 23 杯。大食漢の方
は挑戦してみてはいかが？

営　6：00 ～ 19：00　休　日曜日　住　青葉区福沢町 4-52
℡　022-209-4325　HP　http://tomameya.com/

兎
と
豆
まめ
屋
や

麺屋よか○
まる

平成 26 年８月開店のお豆腐屋さんです。「東京葛飾の老舗豆腐店の本当の豆腐の
味を仙台の人に届けたい一心で、修行に励みました。産地や種類により異なる国産大
豆の持ち味を最大限引き出すためには、手間を惜しまず気合を込めて作っています」
と店主の安達さん。豆腐だけでも７, ８種類、さらに油揚げやがんも、湯葉など品揃
も豊富です。お土産にしても喜ばれるでしょう。老舗直伝の本物の美味しさ、おぼろ
豆腐のスィーツのようにまろやかな甘さなど、豆腐の新しい魅力に出会いました。

営　９：30 ～ 19：00　休　日曜・祝日　住　青葉区宮町４－５－３５
℡　022-222-6433

阿部八酒店

去年７月１４日にリニューアルオープンをした阿部八酒店。店内も綺麗になり、お
客様が増えたと話してくれたオーナーの穀田さん。取材中も店内は日本酒を求めるお
客様で賑わっていました。最近では、伯楽星、宮寒梅、日高見など、地元宮城のお
酒がよく出ているそうです。他県産のおすすめの日本酒は、山間（新潟）、若波（福
岡県）で、どちらも日本酒が苦手の方も飲みやすいお酒です。これからも、地酒に特
化し、お客様に美味しい日本酒を提供できるよう、蔵元との信頼関係を築いていきた
いと話してくれました。

次回のご案内 メール	 info038press@gmail.com
F A X	 022-223-7988

日　時	 平成 27 年 4月 25日土 15:00 ～
集合場所	 15:00 ～ スーパー八百ふじ 宮町店前集合
参加費	 1,000 円



7

歴史
コラム
9

昨年 12 月 8 日、文部
科学省にて、平成 26 年
度　優れた「地域による
学校支援活動」推進にか
かる文部科学大臣表彰式
があり、東六小が文部科
学大臣賞を受賞しまし
た。今回の受賞は、東六

小が日頃から地域の皆様の教育力に支えられているという証です。 
心から感謝を申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。
� ( 東六小学校支援地域本部スーパーバイザー鹿野恵美子 )

第 16 回

坂さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま
ろ
で
ん
せ
つ

上
田
村
麻
呂
伝
説

　

仙せ
ん

台だ
い

市し

泉
い
ず
み

区く

に
は
、
曰い
わ

く
あ
り
げ
な
「
山や
ま

のの

寺て
ら
」
と
い
う
地ち

名め
い
が
残の
こ

る
（
宮み
や

町ま
ち
か
ら
は
北ほ
っ

方ぽ
う
１
里り

強
き
ょ
う

／
約や
く

５
㌔
）。
此こ

処こ

は
嘗か
つ

て
「
蓮は
す

葉は

山さ
ん

円え
ん

通つ
う

寺じ

」
が
あ
っ
た
処
と
こ
ろ
で
、
定
じ
ょ
う

彗え

上
し
ょ
う

人に
ん
（
藤ふ
じ

原
わ
ら
の

鎌か
ま

足た
り

の
長
ち
ょ
う

男な
ん

／
藤ふ
じ

原わ
ら
の

不ふ

比ひ

等と

は
弟
お
と
う
と）
に
よ
る
開か
い

山ざ
ん
（
慶け
い

雲う
ん

元が
ん

年ね
ん

／
７
０
４
年ね
ん

）
で
あ
る
。

当と
う

時じ

の
地ち

名め
い
「
佐さ

賀が

野の

」
か
ら
通つ
う

称し
ょ
う「
佐さ

賀が

野の

寺じ

」
と
呼よ

ば
れ
た
と
い
う
。

現げ
ん

在ざ
い
の
「
洞ど
う

雲う
ん

寺じ

」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

〇

　

伝で
ん

承し
ょ
うに
よ
る
と
坂
さ
か
の

上
う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

は
、
こ
の
地ち

で
生う

ま
れ
た
。
ま
た
田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

の
生せ
い

母ぼ

は
、
こ
の
地ち

の
長
ち
ょ
う

者じ
ゃ
の
娘
む
す
め「
悪あ
く

玉だ
ま

姫ひ
め
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
父ち
ち

坂さ
か
の
う
え
の
か
り
た
ま
ろ

上
苅
田
麻
呂
（
陸む

奥つ

鎮ち
ん

守じ
ゅ

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

／
公く

卿ぎ
ょ
う・
武ぶ

人じ
ん

／
７
２
７
〜

７
８
６
）
が
遠え
ん

征せ
い
の
た
め
に
こ
の
地ち

に
や
っ
て
来き

て
「
阿あ

久く

玉た
ま
」
と
い
う

美び

女じ
ょ

を
み
そ
め
、
こ
の
と
き
子こ

を
宿や
ど

し
た
が
、
出
し
ゅ
っ

生し
ょ
うは

父ち
ち

の
帰き

京き
ょ
うの

後の
ち

だ

っ
た
。（
産う
ぶ

屋や

を
佐さ

賀が

野の

ガが

原は
ら

に
造ぞ
う

）。
幼よ
う

名み
ょ
うを

「
千せ
ん

熊く
ま

丸ま
る

」
と
い
い
、
こ

の
佐さ

賀が

野の

寺じ

で
学ま
な

ん
だ
と
い
う
。
や
が
て
成せ
い

人じ
ん

し
、
京
き
ょ
うへ

上の
ぼ

っ
た
。
後の
ち

に

征せ
い

夷い

大だ
い

将
じ
ょ
う

軍ぐ
ん

に
な
っ
た
坂
さ
か
の

上
う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

こ
そ
、
そ
の
人ひ
と

で
あ
る
と
い

う
。
田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

伝で
ん

説せ
つ

は
、
此こ

処こ

よ
り
東と
う

方ほ
う

に
国こ
く

府ふ

多た

賀が

城じ
ょ
う（

北ほ
く

限げ
ん

の
朝
ち
ょ
う

廷て
い

）
が
あ
る
た
め
、
多た

賀が

城じ
ょ
う・

利り

府ふ

・

石い
し
の

巻ま
き

・
五い
つ

つ
森も
り

な
ど
に
伝で
ん

説せ
つ

が
残の
こ

る
が
、

出し
ゅ
っ

生し
ょ
うに

纏ま
つ

わ
る
伝で
ん

説せ
つ

は
こ
れ
一ひ
と

つ
で
あ

る
。（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　

白し
ら
か
わ川　

葎り
つ

将 来 自 分 の お 店 を
持ちたい、と考えてい
る起業家予備軍 20 名
が参加し、東六コミュ
ニティセンターにて、

「宮町起業家セッショ
ン」を開催しました。
宮町商店街振興組合
の佐藤理事長、038 プ
レスの千葉編集長よ
り宮町商店街の成り立ちや地域との連携について説明があり、宮
町の不動産情報や先輩経営者の経験談を聞きました。その後宮町
を散策しながら更に２店舗を訪問し、起業までの様々なアドバイ
スを受け、参加者にとって大変満足度の高いイベントとなりまし
た。参加者からは「宮町のポテンシャルを感じた」「チャンスが
あれば宮町で開業してみたい」などの声が寄せられました。

038 プレス主催
宮町起業家セッション開催

東六小  学校支援地域本部が
文部科学大臣賞を受賞

み

や

ま

ち

べ

は

っ
せ

い

き

よ
う
こ
そ
宮
町
へ

ね
え
ね
え
浄
圓
房
さ
ん
、
お

宮
町
は
ど
ん
な
成
立
ち
で
で
き

た
町
な
の
？

は
い
は
い
、
宮
町
の
は
の
う
、

伊
達
二
代
領
主
忠
宗
公
の
造
営
で

承
応
三
年
（
１
６
５
４
年
）
に
仙

台
東
照
宮
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
門

前
町
と
し
て
割
り
出
さ
た
。
仙
台

東
照
宮
か
ら
現
在
の
鈴
憲
味
噌
の

所
ま
で
商
家
が
並
ん
だ
宮
町
と
し

て
発
展
し
、
商
家
の
裏
に
は
田
ん

ぼ
が
造
成
さ
れ
た
。
そ
の
南
側
に

割
り
出
さ
れ
た
侍
町
が
東
六
番
丁

通
り
で
六
道
の
辻
ま
で
続
い
た
。

そ
し
て
仙
台
東
照
宮
か
ら
繰
り
出

し
た
仙
台
ま
つ
り
は
、
山
鋒
巡
航

や
神
輿
が
渡
り
歩
き
、賑
わ
い
は
、

遠
く
京
の
祇
園
祭
に
匹
敵
す
る
規

模
と
華
や
か
さ
を
誇
り
、
現
在
の

仙
台
青
葉
ま
つ
り
の
原
型
と
な
っ

た
。

３
５
０
年
も
続
い
て
い
る
商
店

街
っ
て
す
ご
ー
い
!!

そ
の
仙
台
東
照
宮
遷
宮
の
折
の

御
神
輿
渡
御
の
折
に
神
輿
が
一
時

安
置
さ
れ
た
場
所
が
（
御
旅
宮
）

お
か
り
の
宮
と
呼
ば
れ
、
そ
の
場

所
こ
そ
、
樹
齢
４
０
０
余
年
の
エ

ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
あ
る
場
所
で

の
う
、
明
治
六
年　

第
７
大
学
区

第
１
中
学
校
区
第
１
３
番
小
学
校

「
小
田
原
小
学
校
」
と
称
し
，
北

六
番
丁
万
日
堂
を
仮
校
舎
と
し
て

開
校
、
後
に
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

の
も
と
に
越
し
、
東
六
番
丁
小
学

校
を
校
名
と
し
た
ん
じ
ゃ
。
土
井

晩
翠
の
作
に
な
る
校
歌
は
「
小
田

原
田
ん
ぼ
前
に

見
て
」
と
唄
い

歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
の
う
。

仙
台
東
照
宮
と
宮
町
商
店

街
、
東
六
番
丁
通
り
と
東
六
小

学
校
！
そ
し
て
樹
齢
４
０
０
余

年
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
は

ぜ
ー
ん
ぶ
、
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
ね
！

�

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

�

イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

洞雲寺の岩谷観音洞



038プレス info

丸
善・仙
台
ア
エ
ル
店
に
て

平
成
27
年
４
月
１
日（
水
）よ
り
販
売
予
定

�

２
１
０
０
円（
税
別
）

学校行事予定 (2015 年４～６月 ) * なお、2015 年３月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい。

０
３
８
プ
レ
ス
で
は
、
今
年
に
入
り
宮

町
起
業
家
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催
、
国
連
防

災
会
議
へ
の
参
加
と
新
た
な
活
動
を
し
ま

し
た
。
充
実
し
た
日
常
を
送
る
た
め
に
も

今
後
も
こ
の
仲
間
達
と
好
奇
心
を
持
っ
て

活
動
を
続
け
た
い
で
す
。

 

宮
町
商
店
街
振
興
組
合

�
 

理
事
長
　
佐
藤 

広
行

早
い
も
の
で
、
年
が
明
け
て
三
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
今
年
も
す
で
に
四
分
の

一
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
月

が
終
わ
る
と
三
分
の
一
、六
月
が
終
わ
る

と
二
分
の
一
と
、
前
半
が
終
わ
る
と
一
年

が
も
う
す
ぐ
終
わ
り
そ
う
な
気
に
な
る
の

は
、
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

�

　
針
生 

英
一

資産運用と有効利用のベストパートナー
◆ SPECIAL THANKS ご協賛へ感謝を込めて

アエル株式会社 様 株式会社マイザ 様

協同組合みやぎ 
マルチメディア・マジック様

積水ハウス（株）仙台支店 様 株式会社
アサヒ建築設計事務所 様

西松建設株式会社
北日本支社 様仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1

TEL : 022 - 723 - 8000
仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 9830

仙台市青葉区一番町 4 丁目 6-1　
仙台第一生命タワービルディング 5F
TEL : 022 - 722- 3640

仙台市太白区長町 3-4-16
TEL : 022 - 247 - 5230

仙台市青葉区大町 2-8-33
TEL　022-261-8161

この情報紙は、地域の情報発信と共有を通じ、地域活性化につなげることを目的としたフリーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、より多くの企業や団体、個人の皆様がご協賛を
通じて事業を支えてくださいますよう、お願い申し上げます。

◆東六番丁小学校
4 月   8 日（水） 始業式／入学式
4 月 18 日（土） 東六小の桜と音楽を愛でる会
5 月 23 日（土） 運動会

◆五城中学校
4 月   9 日（木） 入学式　
6 月 11 日（木） 市中総体選手激励会
6 月 13 日（土）～ 15 日（月）市中総体

◆北六番丁小学校
4 月   8 日（水） 始業式／入学式
5 月 31 日（日） 北六学区大運動会 2015

◆常盤木学園高校
4 月    8 日 （水） 入学式

4 月 28 日（火）
音楽科演奏会「未来への翼 2015」 

（イズミティ 18：30 ～）
5 月 11 日（月）～ 15 日（金）授業参観ウｲーク
6 月  6日（土）～   8日（月）高校総体

編

集

後

記

ホームページ

ブログ

編
集
メ
ン
バ
ー

主
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海
老
一
朗
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長
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葉
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子

　
　

木
村
く
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佐
藤
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行

　
　

佐
藤
正
則

　
　

佐
藤
靖

　
　

宍
戸
俊
彦

　
　

白
川
葎

　
　

高
橋
孝
敏

　
　

永
田
良
治

　
　

針
生
英
一

　
　

三
岡
昭
博

　
　

三
嶋
伸
一

　
　

水
沼
幸
三

　
　

和
田
政
宗

　
　
（
50
音
順
）

顧
問

　
　

今
泉
清
二

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

内
海
睦
夫

イ
ラ
ス
ト

　
　

が
ん
じ
ー

「
地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
学
校
」

出
版
に
寄
せ
て

　

渡
部 

力

�

（
前
仙
台
市
立
東
六
番
丁
小
学
校
長
）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
三
・
一
一
の
爪
痕
は

大
き
く
、
今
な
お
復
興
の
兆
し
が

見
ら
れ
な
い
地
域
や
施
設
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
被
災
が
続
い
て
い
る

方
々
に
は
一
日
も
早
く
、
心
身
の

安
ら
か
な
生
活
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
三
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
国

連
防
災
世
界
会
議
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
経
験
と
教
訓
が
世
界
に

発
信
さ
れ
、
被
害
の
軽
減
を
目
指

す
防
災
指
針
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

お
宮
町
地
域
情
報
編
集
局
が
防
災

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
信
し
た
こ
と

な
ど
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
組
と

教
訓
が
人
々
の
日
常
に
反
映
さ
れ
、

次
世
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
目
に
す
る
歌
が
あ
り
ま

す
。『
契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し

ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
波
越
さ
じ
と

は
。』
平
安
時
代
の
大
歌
人
、
清
原

元
輔
の
作
だ
そ
う
で
す
。「
末
の
松

山
」
は
多
賀
城
市
に
あ
る
小
高
い

丘
を
指
し
、「
波
」
は
八
六
九
年
の

貞
観
地
震
の
大
津
波
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
永
遠
の
約
束
を
交
わ
す
絶

対
の
象
徴
と
し
て
、
貞
観
地
震
の

津
波
被
害
を
免
れ
た
場
所
が
登
場

し
て
い
る
の
で
す
。
千
年
の
時
を

超
え
て
語
り
掛
け
て
く
る
言
葉
の

力
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
東
六
小
で
の
校
長
室

だ
よ
り
を
中
心
と
し
た
文
章
を
ま

と
め
、
上
梓
し
ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
・
ご
支
援

の
中
で
経
営
で
き
た
東
六
小
の
実

践
記
録
で
す
。
避
難
所
運
営
に
現

れ
た
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
日
常

的
に
お
隣
ご
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
生
活
、

地
域
の
有
形
・
無
形
の
文
化
に
着

目
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
子
ど
も
の

成
長
を
考
え
て
く
だ
さ
る
地
域
行

事
な
ど
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
感

性
を
育
む
教
育
環
境
で
す
。
学
校

経
営
の
立
場
で
も
必
要
と
し
た
東

六
地
区
の
す
ば
ら
し
さ
を
述
べ
て

い
ま
す
。

　
他
者
へ
の
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

る
こ
の
ま
ち
の
強
み
は
、
不
測
の

事
態
に
対
応
し
、
生
ず
る
課
題
に

英
知
を
結
集
で
き
る
成
熟
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
で
き
た
学

校
経
営
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
組

を
記
録
に
残
し
、
伝
え
ら
れ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
拙
著
も

三
・
一
一
の
体
験
と
教
訓
と
し
て
、

人
々
の
目
に
留
ま
れ
ば
う
れ
し
い

限
り
で
す
。

昨年、初めて担ぎ手として参加しました。
肩にずっしり歴史の重みを感じます。40
人ほどで一トン近い大みこしを厳かに運び
ます。
� （がんじー）

今号の表紙画
『大神輿・東照宮へ還る』


